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トップメッセージ Top message

私が子供の頃に描いた未来は“自由で明るい未来”でした。
それから数十年経ち、目の前にあるのは“少し窮屈で先行きが
不透明な現在”に感じます。

それには色々と事情が有るとは思います。

しかし、今私たちが“窮屈で見通しが立たない現在”を受け入れてしまうと、
子供たちに“受け取って欲しい未来”は来ない様に思います。

だからこそ、我々は官・民や業種の枠を超え、
SDGsの取り組みに力を入れ、持続可能な社会の実現を目指しています。

そして今、その歩みの一つひとつを可視化し、振り返り、次のアクションへとつなげる
ために、このサステナブルレポートを作成しました。

気候変動への対応、資源の有効活用、多様性の尊重、地域との共生――。

未来に向けて果たすべき責任は数多くありますが、
それらは決して他人事ではなく、
私たちの事業活動そのものと密接に関わっています。

このレポートには、私たちの想いと挑戦、
そして歩みの軌跡が詰まっています。

私たちがどんな社会を目指し、
どのような行動を選び取っているのか。
その答えの一端を、ここに記しています。

子供たちにとって“待ち受けていて
欲しい未来”を作る為に、私たちは走り続けます。

その未来を実現するのは、
今日の私たちの「選択と行動」だと信じて。

代表取締役
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会社概要 Organization/business

会社名 平田運輸株式会社

本社 〒675-2103 兵庫県加西市鶉野町83-98

岡山営業所 〒704-8161 岡山県岡山市東区九蟠557-4 置田鉄工所内

岐阜営業所 〒505-0116 岐阜県可児郡御嵩町御嵩字南山2188-35 置田鉄工所内

電話番号
本社：0790-49-0111岡山営業所：086-948-3536
岐阜営業所：0574-49-6640

FAX番号
本社：0790-49-2951岡山営業所：086-206-3175
岐阜営業所：0574-49-6641

創業年月 平成10年1月30日

代表者 代表取締役 平田 優宇

資本金 1,500万円

従業員数 62名

車両台数 65台

主要事業
一般貨物自動車運送事業自動車運送利用業
金属リサイクル事業全般

主要取引金融機関 三井住友銀行山陰合同銀行 等

主要取引先

・株式会社置田鉄工所・合同製鐵株式会社 姫路製造所
・株式会社コタニ
・サムテック株式会社
・株式会社山陽
・山陽特殊製鋼株式会社
・三洋金属熱錬工業株式会社
・株式会社シマブンコーポレーション
・新英金属株式会社
・株式会社ダイネツ
・株式会社ナチロジスティクス
・山口精工株式会社
・ヨロズ精工株式会社（50音順・敬称略）
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SDGsに関する認証 certification

名称 概要

ひょうご産業SDGs
推進宣言事業登録

兵庫県内企業のSDGsへの取り組みを支援する制度。公益財団法人
ひょうご産業活性化センターが認定する登録証です。

SDGs事業認定
『Happy Flight Progect』

日本SDGs協会が、持続可能な社会づくりに貢献する取組として
「Happy Flight Project」を正式に認定した証です。

SDGs事業認定
『Ecogistics Project』

日本SDGs協会が、環境に配慮した持続可能な物流の推進を目的と
する「Ecogistics Project」を認定した証です。

兵庫産業SDGs認証事業
アドバンストステージ認証

兵庫県が、優れたSDGs推進活動を行う企業として高い基準を満たし
た事業者に授与する「アドバンストステージ認証」です。

加西市SDGsパートナー登録・認定証
加西市が、地域と連携してSDGsの達成に取り組む事業者や団体を公
式に登録・認定する制度の証です。
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名称：ひょうご産業SDGs推進宣言事業登録証
認定機関：公益財団法人ひょうご産業活性化センター

名称：SDGs事業認定証『Happy Flight Progect』
認定機関：日本SDGs協会

名称：SDGs事業認定証『Ecogistics Project』
認定機関：日本SDGs協会

名称：兵庫産業SDGs認証事業アドバンストステージ認証
認定機関：兵庫県

名称：加西市SDGsパートナー登録・認定証
認定機関：加西市

SBT認定 兵庫県の運送事業者第1号でSBT認証を取得。
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SDGsに関する受賞歴 Award

名称 概要

リデュース・リユース・
リサイクル推進協議会

会長賞

リデュース・リユース・リサイクル推進協議会会長賞は、3R（減らす・再使
用・再生利用）の推進において、特に優れた取組を行った企業や団体に贈
られる表彰です。
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平田運輸は、3R（リデュース・リユース・リサイク
ル）の取り組みに力を入れております。自社だけ
でなく、お客様や行政と共に取り組む活動を行い、
その活動内容が、リデュース・リユース・リサイクル推
進協議会にて、認められ、『令和5年のリデュース・
リユース・リサイクル推進協議会会長賞』を受賞し
ました。

気候変動アクション
環境大臣表彰

**環境省の「令和7年度 気候変動アクション環境大臣表彰」**とは、環
境省が主催し、気候変動対策に顕著な功績のあった企業・団体・自治体・
個人を表彰する国の制度です。

平田運輸は、環境省の「令和7年度 気候変動
アクション環境大臣表彰」を受賞しました。独自の
「エコジスティクスプロジェクト」による空荷削減と
CO₂排出量削減が評価されたもので、持続可能
な物流の実現に向けた先進的な取り組みが高く
評価されたました。
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気候変動アクション
環境大臣表彰

「兵庫県環境にやさしい事業者賞」は、兵庫県が1991年（平成3年）に
創設した表彰制度で、環境に配慮した優れた事業活動を行う企業・団体
を表彰するものです。

平田運輸は、兵庫県が主催する「兵庫県環境に
やさしい事業者賞」を受賞しました。製品輸送と
再生資源回収を組み合わせた独自の循環型物
流を推進。空荷運行の削減によるCO₂排出量削
減やリサイクル促進など、環境負荷低減に向けた
継続的な取り組みが高く評価されました。



1.環境への取り組み -Ecorogy-
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1-1.カーボンニュートラル

①SBT認定

2023年12月「SBT認定」を取得しました。SBT（Science Based Targets）
は、パリ協定の目標達成に沿った科学的根拠に基づく排出削減目標を設定する
もので、平田運輸はCO2削減目標について、「SBTi（Science Based 
Targets initiative）」から中小企業向け検証ルート（Target Setting 
Letter for SMEs）における認定を取得しました。

②CO2削減に向けた輸送効率化の取組

平田運輸における2022年度のScope1、2のCO₂排出量は2,818t-CO₂、基
準年2021年度に対して13.1％のCO₂排出量削減を実現いたしました。

【全体実績】

分類 Scope1 Scope2 計 基準年比

2021年度

＜基準年＞

排出量[t-CO₂] 3,245 8.09 3,254 ―

前年対比 ― ― ― ―

排出割合 99.8％ 0.2％ 100％ ―

2022年度

排出量[t-CO₂] 2,818 8.04 2,826

86.9％前年対比 86.8％ 99.4％ 86.9％

排出割合 99.7％ 0.3％ 100％

2023年度

排出量[t-CO₂] 2,933 5.93 2,939

90.3％前年対比 104.1％ 73.7％ 104.1％

排出割合 99.8％ 0.2％ 100％

2024年度

排出量[t-CO₂] 3,188 7.49 3,125

96.0％前年対比 108.7％ 126.４％ 106.3％

排出割合 99.8％ 0.2％ 100％
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1.環境への取り組み -Ecorogy-
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分類

本社 岡山 岐阜

Scope1 Scope2 計 Scope1 Scope2 計 Scope1 Scope2 計

2021

年度

基準年

排出量[t-CO₂] 1,908 8.09 1,916 711 0 711 627 0 627

前年対比 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

排出割合 58.6％ 0.2％ ― 21.9％ 0.0％ ― 19.3％ 0.0％ ―

2022

年度

排出量[t-CO₂] 1,436 8.04 1,444 757 0 757 625 0 625

前年対比 75.3％ 99.4％ 75.4％
106.4

％
―

106.4

％
99.8％ ― 99.8％

排出割合 50.8％ 0.3％ ― 26.8％ 0.0％ ― 22.1％ ― ―

2023

年度

排出量[t-CO₂] 1,450 5.93 1,456 775 0 775 708 0 708

前年対比
101.0

％
73.7％

100.9

％

102.4

％
―

102.4

％

113.2

％
―

113.2

％

排出割合 49.3％ 0.2％ ― 26.4％ 0.0 ― 24.1％ 0.0％ ―

2024

年度

排出量[t-CO₂] 1,409 7.17 1,416 783 0 783 926 0.3 926

前年対比 97.2％
121.0

％
97.3％

101.0

％
―

101.0

％

130.8

％
―

130.9

％

排出割合 45.1％ 0.2％ ― 25.0％ 0 ― 29.6％ 0.1％ ―

担当者コメント

事業拡大に伴い車両保有台数が増加しているため、2023年度、2024年度と
前年対比CO₂排出量が増加しておりますが、2024年度の車両台数は前年度比
112.5％に対して、同年度CO₂排出量前年度比106.3％となっており、車両増
加量に対して排出量は少なくなっています。燃費に関しても基準年度からの高水
準での低燃費走行を継続しています。

各営業所実績
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1.環境への取り組み -Ecorogy-

➂環境に配慮した電力プランへの切替え

2025年5月、平田運輸は電力プランを株式会社U-POWERの「GREEN100」
へ変更いたしました。「GREEN100」は再生可能エネルギー100％による電力供
給を実現するプランであり、GHG排出量におけるScope2削減に直結するとともに、
将来的なScope3削減やRE100にも貢献する環境配慮型の電力サービスです。
この取り組みにより平田運輸本社で使用する電力はすべて再生可能エネルギー
由来となり、Scope2におけるゼロカーボン化に向けて大きな一歩を踏み出しました。

④カーボンオフセットクレジットの購入

2025年5月、平田運輸は電力プランを株式会社U-POWERの「GREEN100」
へ変更いたしました。「GREEN100」は再生可能エネルギー100％による電力供
給を実現するプランであり、GHG排出量におけるScope2削減に直結するとともに、
将来的なScope3削減やRE100にも貢献する環境配慮型の電力サービスです。
この取り組みにより平田運輸本社で使用する電力はすべて再生可能エネルギー
由来となり、Scope2におけるゼロカーボン化に向けて大きな一歩を踏み出しました。

1-2.省エネルギーの取組み

①資源リサイクルサービス

平田運輸が手掛ける資源リサイクルサービスは、企業理念である「物流と金属リサ
イクルを通して“心ある未来”を創る」を具体化する重要な取り組みのひとつです。
金属スクラップの回収・販売を通じて資源を有効に活用し、循環型社会の実現に
貢献しています。さらに、従来であれば製品の配送とスクラップの引取りに2台のト
ラックを要していたケースを、1台で両方に対応できる仕組みを導入。物流とリサイク
ルを掛け合わせることで、輸送効率の向上と環境負荷の低減を同時に実現してい
ます。

②NEDOの実証実験の参加

(株)システックが主体となる「ロジソーラー」の取組としてトラックの荷台上部にソー
ラーパネルを搭載し、走行中や停車中に発電した電力を車載バッテリーに蓄え補
助充電することで、オルタネーター（エンジン発電機）の負担を軽減し、燃費向上
によるCO2排出量の削減に貢献しています。
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1.環境への取り組み -Ecorogy-
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➂グリーン経営認証

2023年3月グリーン経営認証を取得し、環境負荷を軽減する取り組みを行って
おります。グリーン経営認証はトラック運送業・バス・タクシー・倉庫業など、交通や
物流に関わる業種に向けて作られており、地球環境への負荷を減らす取り組み
（グリーン経営）を行っている事業者を認証する制度です。平田運輸では適切な
ごみの分別、法定速度の遵守、適正な点検整備による燃費改善等が評価され
認証されました。

④エコジスティクスプロジェクト

平田運輸では、「Ecogistics Project」を立ち上げ、資源の循環・効率的な輸
送によるCO2の削減に取り組んでいます。具体的には、製品輸送と加工時に出る
再生可能資源物の入出荷輸送を無駄なく組合わせ、トラックの稼働率を上げるだ
けでなく、CO2の削減を実現します。更に、お取引いただいた再生可能資源物の
数量に応じオフセット・クレジットを差し上げます。資源リサイクルと物流を合わせる
事により、社会の環境保全に貢献していきます。
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2.社会への貢献 -Social-
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2-1. 自治体や警察などとの連携

①加西市との包括連携協定

令和5年4月に兵庫県加西市と包括連携協定を結びました。地域物流の強化や
災害時の支援、高齢者や子どもを守る交通安全活動、環境保全への協力など、
地域と共に持続可能なまちづくりを推進しています。また、観光・産業振興や地元
人材の育成にも取り組み、企業としての社会的責任を果たすとともに、地域と共に
成長することを目指しています。官民連携によるこの取り組みを通じて、平田運輸
は地域に必要とされる企業であり続けます。

②地域警察との連携

令和6年3月に、「安全で安心なまちづくりのための警察活動に対する支援に関す
る協定書」を兵庫県加西警察署と結び、地域の交通安全啓発活動や子どもたち
への安全指導、トラックを活用した広報支援などを通じて、地域と連携した交通事
故防止に取り組んでいます。 さらに岐阜営業所においても、岐阜県可児警察署と
連携し、御嵩小学校にて交通安全教室を実施。児童への安全教育や実地体験
を通じて、地域の子どもたちの交通安全意識向上に寄与しています。 また、ドライ
ブレコーダーの映像提供などによる警察活動への協力も進め、安全で安心な地域
社会の実現に貢献しています。

➂自治体と民間企業を繋げるプロジェクト

加西市を気球と希望にあふれるまちにしたいという願いから、「Happy Flight 
Project（ハッピーフライトプロジェクト）」を立ち上げました。このプロジェクトでは、
自社のトラックに気球をデザインしたPRトラックを運行し、加西市が掲げる「気球の
飛ぶまち加西」の定着化を目指しています。また、プロジェクトに参画していただいた
企業様の売上の一部を、加西市が取り組む「学校給食費の無償化事業」に寄付
することで、地域社会の活性化と子どもたちの健全育成に貢献しています。
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2.社会への貢献 -Social-
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2-2.人的資本経営

①健康経営優良法人認定

社員の健康を大切にする企業として「健康経営優良法人2025（中小規模法
人部門）」に認定されました。健康宣言のもと、経営陣も率先して健診を受け、
専任の担当者を置くなど体制を整備。健康診断受診率は実質100％を達成し
ています。働き方の見直しやメンタルヘルス対策、運動・食生活の改善、女性の健
康支援、感染症・受動喫煙対策など、幅広い取り組みを推進中。今後も社員の
健康を第一に、より良い職場づくりを目指します。

②従業員と家族への配慮

「素人むしろだいかんげい」を掲げ、未経験者でも一人前になるための仕組みづくり
を行っています。「ご家族からも応援される会社」であることを目指しており、ご家族
向けの情報を公開しています。「仕事を通して成長したい」「会社と一緒に成長し
たい」「家族に誇れる仕事をしたい」と考えるドライバーを募集し、大手企業との取
引による安定した仕事量を提供しています。

➂採用力強化

加西市を気球と希望にあふれるまちにしたいという願いから、「Happy Flight 
Project（ハッピーフライトプロジェクト）」を立ち上げました。このプロジェクトでは、
自社のトラックに気球をデザインしたPRトラックを運行し、加西市が掲げる「気球の
飛ぶまち加西」の定着化を目指しています。また、プロジェクトに参画していただいた
企業様の売上の一部を、加西市が取り組む「学校給食費の無償化事業」に寄付
することで、地域社会の活性化と子どもたちの健全育成に貢献しています。
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2.社会への貢献 -Social-
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2-3.登壇実績

2024年5月20日 ロジ勤怠システムセミナー
   運送物流業経営者管理職限定勉強会

 『3人の経営者が語る人が集まり定着する会社とは？』

2024年6月12日 兵庫県信用組合
 けんしん経営者勉強会

2024年9月13日 ロジ勤怠システム勉強会
 『SNSを活用したドライバー職の採用における成功事例

   勉強会』

2025年2月27日 船井総研ロジ
   『ロジスティクスプロバイダー経営研究会』例会

 心ある未来を創る持続可能な物流企業の取り組み

2025年3月17日 兵庫県北播磨県民局
   北播磨地域雇用対策・若者定着促進合同会議

 心ある未来を創る持続可能な物流企業の取り組み

2025年4月16日 船井総合研究所
 採用力向上経営フォーラム
 『中小・中堅企業でも異次元の成果が出るSNS採用』

2025年4月21日 船井総合研究所
 補助金研究会例会
 GX事業への進出での採択事例
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①BCP策定

平田運輸は令和7年6月、国の「事業継続力強化計画」の認定を取得しました。
これは、大きな地震や台風などが発生しても、社員の安全を守りながら、物流サー
ビスをできるだけ止めずに続けるための備えが行えている企業として国から認められ
たものです。当社では、環境に配慮したゼロカーボン型の新倉庫の建設を進めると
ともに、非常時の連絡体制の整備や、食料・水などの備蓄、重要データのクラウド
化など、さまざまな対策を講じてきました。これからも、安心して任せていただける物
流会社として、地域や社会をしっかり支えてまいります。

②コアマインド、PMVVの共有

平田運輸では、全社員が組織の根幹となる価値観・信念「Core Mind（コアマ
インド）」と、会社の存在意義・使命・目標・価値観を示す「PMVV（パーパス・
ミッション・ビジョン・バリュー）」を共有しています。私たちは“心ある未来”を共に築く
ことを目指し、感謝と信頼を大切にしながら、お客様に最高のサービスを提供して
います。こうした価値観が社員一人ひとりの中に根付き、チームとしてのまとまりや前
向きな行動につながっています。

➂コンプライアンスの遵守

平田運輸では、法令遵守と企業倫理の徹底を経営の基本とし、全社員がコンプ
ライアンス意識を高く持てるよう、社内研修や情報共有を継続的に行っています。
また、安全管理の取り組みが評価され、全日本トラック協会より「Gマーク（安全
性優良事業所）」の認定を取得。ドライブレコーダーや各種安全装備の導入、定
期的な運転者教育などを通じて、安心・安全な物流サービスを提供しています。
今後も、お客様と社会に信頼される企業であることを目指し、組織全体で高い意
識と行動を持って取り組んでまいります。
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